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ていきます (Kawamoto, van der Does, 
Kawano 2016)。今後、さらに 原爆体験の
「からだ・くらし・こころ」にまつわる事
象や社会の変遷とそれを表す言説の変遷と
の相互的関係を明らかにしていきます。「あ
の日」の一人、一人の苦痛と「からだ・く
らし・こころ」の悲惨な破壊の経験が、ど
んなあゆみを経て、復興を担い、いつか
個々の原爆体験の思いや視点が広く共有さ
れ、普遍・恒久の平和を希求する集合的な
力を生み出していったのか、その言説のあ
ゆみを明らかにします。そのあゆみが「私
に関わること」として、広くみなさんにも
原爆体験の情報・知識・言説の視点を共有
していただけるように、今後も成果を提供
していきたいと思います。そのためにも、
被爆者のみなさんと支えるみなさんのご活
動、資料館の豊かな資料と幅広い活動、メ
ディアのダイナミックな報道に私たちの研
究成果との関わりについて次の機会に成果
をご報告したいと思います。 
 
 
 最後になりましたが、原爆体験の参加型
継承のビジョンで一番大切なのは、やはり
皆さんのご協力です。原爆体験に関する新
たな情報や、必要な情報などございました
ら、私どもまでいつでもご連絡ください。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 
 皆さん、ご参加大変ありがとうございま
した。  
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